
基本目標３　魅力あふれる活力のある地域づくり

１．地域福祉活動基盤の充実

①交流の場の充実

施策・事業 Ｎｏ． 頁 各取り組みの実績・課題等
達成
レベル

改善に向けての考え方及び改善方法
（今後の数値目標）

1 72
藤岡市から継続して受託運営中。職員体
制の安定的な確保。

2

高齢者が気軽に会話ができる空間等、高
齢者が集まりやすい場所・空間を提供す
る。定期的にミーティングなどを行い、職
員からも意見を吸い上げ、業務等の改善
や向上に努める。募集を行うなど、職員の
確保に努め、適切な人員配置を行う。

□拡大
□見直し
□休止

■継続
□縮小・統合
□終了

2 72
介護予防・健康増進のため、体操、塗り
絵、手芸等のレクリエーションを行なった。
今後も継続して行なう。

2
退会者への対応について、関係機関との
連携を強化し、継続して支援を行なってい
く。

□拡大
□見直し
□休止

■継続
□縮小・統合
□終了

サロン活動の充実 1 72
昨年に引き続き団体助成金事業を実施
し、申請のあった団体へ助成。

市内でサロン活動の充実が図れるよう、レ
クリエーション用具の貸出、立ち上げの相
談に乗るなど支援を行っていく。

□拡大
□見直し
□休止

■継続
□縮小・統合
□終了

施設運営の充実 1 72

指定管理事業として継続して実施。地域
住民等が利用しやすいよう運営していく。
ゆったり館(平成29年6月30日閉館）。栗須
の郷は、利用者が減少傾向にあるため、
利用者増加の対策が必要。

3
社協便り等への掲載をし、社協理事への
無料体験権の配布を行なった。今後も施
設の周知を行なっていく。

□拡大
□見直し
□休止

■継続
□縮小・統合
□終了

H26 H27 H28 H29 Ｈ30

入浴施設など、誰もが気軽に利用できる施設運営を充実します。
【運営施設】
・ゆったり館　　・栗須の郷

□拡大
□見直し
□休止

○達成レベル　「１」：達成　　「２」：概ね達成　　「３」：やや不十分　　「４」：不十分

第2層協議体の中で居場所づくりについて
話し合いは出ているが、具体的にどうする
という結論には至っていない。社協として
空家を活用した事業について検討してお
らず、今後地域のニーズによって進めてい
くべきと考える。

今後の方向性内　容

ミニデイサービスの充実

高齢者を対象に、閉じこもり防止や介護予防を目的に交流の場を提供します。

レクリエーションを充実するとともに、退会者等については、在宅介護支援セン
ター、地域包括支援センターとの連携を強化した支援を強化します。

住民同士が気軽に集える地域の交流の場であるサロンづくりへの支援を充実
します。

■継続
□縮小・統合
□終了

平成29年度未実施

地域の居場所づくり

1

基金を活用して、地域の空き家・空き店舗などを利用した地域と繋がりを持て
る居場所づくりを行ないます。

72
地域の居場所づくり
【新規】

4
隔年開催 検討 実施隔年開催 検討 実施



②社会福祉協議会活動の推進

施策・事業 Ｎｏ． 頁 各取り組みの評価概要・課題
達成
レベル

改善に向けての考え方及び改善方法
（今後の数値目標）

1 73

H30年4月から総合学習センター内に事務
所移転が決まり、ボランティアセンターの
設置と総合相談窓口を設置しCSWを配置
することが決まる。

1
総合相談窓口及びボランティアセンターの
設置を行うことで専門職の配置を行った。

■拡大
□見直し
□休止

□継続
□縮小・統合
□終了

2 73
共同募金活動の啓発を図るため、街頭募
金を実施。市民への理解を深めた。

2
今後も引き続き街頭募金等の啓発活動を
実施していく。

□拡大
□見直し
□休止

■継続
□縮小・統合
□終了

3 73
赤い羽根共同募金、歳末たすけあいとも
に、ほぼ前年同様の募金額実績であり、
活動への理解と協力が得られた。

2
より募金活動への理解と協力が得られる
よう、懇切丁寧に事業所への説明等を実
施していく。

□拡大
□見直し
□休止

■継続
□縮小・統合
□終了

1 73
平成２９年度は、定期的な会議のみの実
施となった。今後、活性化に向けた支援が
必要となる。

3
今後、各地区で立ち上がり始めた2層協議
体と協力体制が取れるよう、構成員の理
解のもと、連携を図っていく。

□拡大
□見直し
□休止

■継続
□縮小・統合
□終了

2 73
いくつかの支部で実施された会議へ出席
したが、ニーズ把握の強化にまでは至らな
かった。

3
各支部に合ったニーズは何か一緒に検討
し、活性化に繋げるように支援する。

□拡大
□見直し
□休止

■継続
□縮小・統合
□終了

２．美しく快適なまちづくり

施策・事業 Ｎｏ． 頁 各取り組みの実績・課題等
達成
レベル

改善に向けての考え方及び改善方法
（今後の数値目標）

環境美化活動の促進
（再掲）

1 75 平成28年度未実施 4 職員体制が整い次第、検討。
□拡大
□見直し
□休止

■継続
□縮小・統合
□終了

○達成レベル　「１」：達成　　「２」：概ね達成　　「３」：やや不十分　　「４」：不十分

今後の方向性

社会福祉協議会支部の活動への支援を強化し、身近な地域福祉活動の活性
化を図ります。

各支部のニーズ把握を強化し、地域に必要な事業への支援を充実します。

今後の方向性

①住環境美化の促進

内　容

内　容

社会福祉協議会の基盤強
化

市社会福祉協議会の組織・人材・事業を充実し、運営基盤を強化します。

地域における民間福祉活動の主要な財源を確保するため、各種募金活動へ
の理解と協力が得られるよう啓発活動を強化します。

民間の地域福祉活動の主要な財源を確保するため、各種募金活動への理解
と協力が得られるように啓発します。
【募金活動「】
・歳末たすけあい運動
・赤い羽根共同募金
・災害時の募金活動（Ｈ２７年度掲載）

社会福祉協議会支部の充
実

地域での環境美化活動を通じた、地域交流会を促進します。



歩行補助具が必要な人に対し、老人福祉
車購入費用を一部補助することで、高齢
者が快適な日常生活を送れるように支援
に努めた。

2 今後も、継続して事業を実施する。
□拡大
□見直し
□休止

■継続
□縮小・統合
□終了

各地区協議体において、ニーズ把握に努
めている。

2
第２層協議体で、ニーズの把握に努めて
いるが、地域によって課題等が異なる為、
それを踏まえて分析を行っていく。

□拡大
□見直し
□休止

■継続
□縮小・統合
□終了

介護支援専門員が利用者のニーズに合
わせ住宅改修の申請代行やケアプランに
基づき福祉用具の提供を行なっている。

2
今後も利用者の希望に沿った対応をして
いく。

□拡大
□見直し
□休止

■継続
□縮小・統合
□終了

利用者の生活相談を受け、行政や相談支
援事業所に情報提供し、必要な福祉サー
ビスの利用開始やサービス調整につなげ
ている。利用者のニーズとして、本人・家
族が介護できなくなった時に、市内には短
期入所、共同生活援助サービスの事業所
が少なく、利用できない。事業所を開設し
てほしいという希望が多い。

3

社会資源の不足と本人や家族の不安を解
消するために、利用者のニーズの情報収
集を行い、行政、他法人及び関係機関に
発信し、協働して検討していく。

□拡大
□見直し
□休止

■継続
□縮小・統合
□終了

施策・事業 Ｎｏ． 頁 各取り組みの評価概要・課題 達成レベル

移送サービスの推進 1 76

介護保険制度により介護支援専門員のケ
アプランにより実施している。介護保険外
のサービスとして介護タクシー事業の運営
を行なっており、障害者福祉タクシー券の
使用が出来る。

2
今後も利用者の希望に沿った対応をして
いく。

□拡大
□見直し
□休止

■継続
□縮小・統合
□終了

H26 H27 H28 H29 Ｈ30

介護保険制度により介護支援専門員のプ
ランに基づき実施している。地域生活支援
事業、介護タクシー事業も行なっている。

2
今後も利用者の希望に添った対応をして
いく。

□拡大
□見直し
□休止

■継続
□縮小・統合
□終了

高齢者自立センター(藤岡･鬼石）の利用
者については、買物ツアー等を実施。

2
利用者の殆どは自身での買物の手段を持
たない方が多いため、今後も継続して支
援をしていく。

□拡大
□見直し
□休止

■継続
□縮小・統合
□終了

施設の活動として、買物実習等を実施し、
生活の幅が広がり、労働の意欲に繋がる
支援をした。市内の移動支援を利用する
方の希望としては、早朝や日曜日に利用
したいとの要望を確認している。

3
行政や関係機関に困難者の意見、困りご
とを伝え、サービス提供期間の拡充を促
し、選択できるように推進していく。

■拡大
□見直し
□休止

□継続
□縮小・統合
□終了

3
□拡大
□見直し
□休止

■継続
□縮小・統合
□終了

○達成レベル　「１」：達成　　「２」：概ね達成　　「３」：やや不十分　　「４」：不十分

今後の方向性

生活支援体制整備事業の第1層、第2層
で、買物代行による助け合いの仕組み作
り、及び法人の空き車両を活用した買物
支援の仕組み作りについて検討している。

今後も、地域のニーズを確認しながら、社
協として何ができるかを見極め、仕組みづ
くりを検討していく。

買い物困難者への支援
【新規】

介護が必要な人や障がいのある人等が快適な居住環境を確保できるようニー
ズを把握し、情報提供や市（行政）などによる必要なサービスにつなげます。

②外出支援の充実

住環境整備の促進

1 76

介護が必要な人や障がいのある人等、一人では移動や公共交通機関の利用
が困難な方に対する移送サービスを行います。
【移送サービス】
・訪問介護員による有償運送

2

内　容

身体状況や移動手段が少ないなどの理由により買い物をすることが困難な人
を支援することが出来る仕組みづくりを行います。

75

買い物困難者への支援
ニーズ等の調 施行ニーズ等の調 施行



○達成レベル　「１」：達成　　「２」：概ね達成　　「３」：やや不十分　　「４」：不十分


